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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成22年7月29日(2010.7.29)

【公開番号】特開2008-309952(P2008-309952A)
【公開日】平成20年12月25日(2008.12.25)
【年通号数】公開・登録公報2008-051
【出願番号】特願2007-156523(P2007-156523)
【国際特許分類】
   Ｇ０３Ｇ  15/08     (2006.01)
   Ｇ０３Ｇ  15/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０３Ｇ  15/08    ５０１Ｄ
   Ｇ０３Ｇ  15/02    １０３　

【手続補正書】
【提出日】平成22年6月14日(2010.6.14)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　表面に乾式現像剤が固着した弾性ローラの再生方法であって、
　（１）清掃ブラシのブラシ部分を該弾性ローラの表面に対して乾式状態で接触させ、該
ブラシ部分を高周波振動させることにより該乾式現像剤を該弾性ローラの表面から遊離さ
せると共に該乾式現像剤を帯電させる工程、および
　（２）該弾性ローラの表面と、該弾性ローラの周囲に設置した集塵ローラの表面との間
に電圧を印加し、該工程（１）により前記弾性ローラの表面から遊離し、かつ帯電された
該乾式現像剤に電界をかけて、静電気力により該乾式現像剤を該集塵ローラに移動させる
工程、を有することを特徴とする弾性ローラの再生方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】発明の名称
【補正方法】変更
【補正の内容】
【発明の名称】弾性ローラの再生方法
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
上記課題を解決するため、本発明は、以下の構成を有することを特徴とする。
１．表面に乾式現像剤が固着した弾性ローラの再生方法であって、
　（１）清掃ブラシのブラシ部分を該弾性ローラの表面に対して乾式状態で接触させ、該
ブラシ部分を高周波振動させることにより該乾式現像剤を該弾性ローラの表面から遊離さ
せると共に該乾式現像剤を帯電させる工程、および
　（２）該弾性ローラの表面と、該弾性ローラの周囲に設置した集塵ローラの表面との間
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に電圧を印加し、該工程（１）により前記弾性ローラの表面から遊離し、かつ帯電された
該乾式現像剤に電界をかけて、静電気力により該乾式現像剤を該集塵ローラに移動させる
工程、を有することを特徴とする弾性ローラの再生方法。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２０
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１３】
【補正対象書類名】明細書
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【補正対象項目名】００２１
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２２
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２３
【補正方法】削除
【補正の内容】
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